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三
に
つ
い
て 

一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

平
成
五
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
七
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
っ
て
生
産

緑
地
地
区
内
か
ら
除
外
さ
れ
た
農
地
等
は
、
千
八
百
五
十
地
区
、
総
面
積
約
百
八
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。 

生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
） 

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
産

緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
生
産
緑
地
地
区
内
の
農
地
等
の
所
有
権
者
等
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
都
市
計
画
の
決
定
後
に
所
有
権
者
等
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
理
由
に
よ
っ
て
生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
事
例
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

平
成
七
年
一
月
一
日
現
在
、
全
国
で
六
万
六
千
四
百
八
十
二
地
区
、
総
面
積
約
一
万
五
千
五
百
八
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
生

産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
主
た
る
農
業
従
事
者
の
死
亡
に
よ
る
等
生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
の
原
因
別
の
内
訳
に
つ
い
て 

衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
生
産
緑
地
法
の
運
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

市
町
村
長
が
買
取
り
の
申
出
が
あ
っ
た
生
産
緑
地
を
買
い
取
る
か
否
か
は
、
個
別
に
そ
の
事
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。 

生
産
緑
地
の
買
取
り
の
申
出
に
対
し
て
、
市
町
村
長
は
、
法
の
規
定
等
に
基
づ
き
、
生
産
緑
地
の
買
取
り
、
取
得
の
あ
っ

せ
ん
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
法
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
通
達
等
に
よ
り
法
の
趣
旨
等
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
法
の
規
定
等
に
基
づ
き
、
個
別
に
必
要
な
措
置
を
判
断
し
て
対
応
し
て
い
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。 

買
取
り
の
申
出
が
あ
っ
た
生
産
緑
地
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
に
よ
る
買
取
り
等
又
は
他
の
農
業
者
等
へ
の
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
全
国
で
の
総
件
数
及
び
総
面
積
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

は
把
握
し
て
い
な
い
。 

四 

 



 

八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

市
町
村
長
が
買
取
り
の
申
出
が
あ
っ
た
生
産
緑
地
を
買
い
取
る
か
否
か
は
、
個
別
に
そ
の
事
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。 

生
産
緑
地
地
区
及
び
生
産
緑
地
に
係
る
市
町
村
の
事
務
は
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

建
設
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
に
は
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
の
事
務
に
対
し
て
、
上
級
行
政
庁
と
し
て
指
揮
監
督
す
る
権
限
は

な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
等
に
つ
い
て

は
承
認
等
を
通
じ
て
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
生
産
緑
地
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
制
限
、
生
産
緑
地
の
買
取
り
等
に

係
る
事
務
に
つ
い
て
、
指
揮
監
督
す
る
権
限
は
な
い
。 

法
の
運
用
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
必
要
な
措
置
を
判
断

し
て
対
応
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。 

今
後
と
も
、
法
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
法
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
市
町
村
に
対
し
引
き
続
き
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。 

五 

 



 

 

六 

今
後
と
も
、
法
の
目
的
に
沿
っ
た
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
法
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
市
町
村
に
対
し
引
き
続
き
周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。 


